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＆
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はじ
め
に

0西京
の
土
器
製
作
と
座

②
『
雑
事
記
』
記
載
の
中
世
土
器
各
種
と
そ
の
使
用
状
況
等
に
つ
い
て

結
　
語

［論
文
要旨

］

　中
世
都
市
奈
良
を
研
究
す
る
上
で
最
も
基
礎
的
、
か
つ
重
要
な
史
料
で
あ
る
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
　
　
　
　
（
考
古
学
が
参
加
す
る
も
の
）
の
動
向
と
し
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
地
理
学
的
な
意
味
に
お
け
る
「
領
域
」

記
』
の
分
析
か
ら
、
中
世
都
市
奈
良
に
住
し
、
か
つ
物
品
の
流
通
や
生
産
の
中
核
に
位
置
し
た
大
乗
　
　
　
　
の
検
討
が
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
主
に
遺
構
論
に
お
い
て
有
効
な
手
段
と
い
え
よ
う
。
遺
物

院院
主
・
尋
尊
の
「
土
器
」
に
関
す
る
認
識
を
多
角
的
に
検
討
す
る
。
ま
た
、
実
際
の
発
掘
資
料
な
　
　
　
な
ど
の
物
的
資
料
か
ら
考
究
す
べ
き
「
都
市
」
と
は
、
堀
そ
の
他
の
囲
続
施
設
か
ら
判
断
さ
れ
る
狭

ど
を
も
と
に
し
た
土
器
生
産
と
そ
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
を
加
え
る
。
以
上
の
結
果
、
　
　
　
義
の
都
市
領
域
概
念
に
止
ま
ら
ず
、
周
辺
領
域
を
包
括
し
た
広
義
の
概
念
下
に
お
い
て
多
元
的
に
検

中
世
の
土
器
生
産
を
管
轄
し
た
「
座
」
と
は
単
に
土
器
の
生
産
に
関
わ
っ
た
組
織
で
は
な
く
、
土
器
　
　
　
討
を
加
え
ら
れ
る
べ
き
性
格
を
有
す
る
も
の
と
判
断
す
る
。

以外
の
多
種
の
食
器
類
な
ど
の
調
進
に
も
関
わ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
座
の
管
理
機
構
は

中
世
都
市
奈
良
の
内
部
に
存
在
し
た
が
、
土
器
の
生
産
自
体
は
都
市
の
西
部
に
位
置
す
る
西
京
に
お

い
て

行わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　す
な
わ
ち
中
世
土
器
の
生
産
と
流
通
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
は
、
生
産
地
と
消
費
地
と
い
う
シ

ン
プ
ル
な
関
係
の
み
な
ら
ず
（
そ
れ
が
都
市
を
媒
介
と
す
る
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
は
）
、
そ

の管
理
機
構
を
も
含
み
込
ん
だ
複
眼
的
な
視
座
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
近
年
の
学
際
的
都
市
研
究

4
3

2
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は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
中
世
都
市
奈
良
や
、
当
時
の
大
和
お
よ
び
畿
内
社
会
を
知
る
上
で
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

級
史
料
で
あ
る
『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
記
載
を
中
軸
に
、
中
世
土
器
の
使
用
状

況

や
、
そ
の
生
産
・
流
通
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
従
前
に
お
い
て
こ
の
種
の
研
究
は
実
際
の
出
土
遺
物
と
の
比
定
と
い
う
点
に
主
眼

が

お
か
れ
、
す
ぐ
れ
た
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
き
た
〔
稲
垣
一
九
六
三
、
橋
本
・
百

瀬
一
九
八
八
、
佐
藤
圭
一
九
八
九
、
高
橋
一
九
九
七
、
中
井
二
〇
〇
二
な
ど
〕
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
こ
う
し
た
具
体
的
な
出
土
遺
物
と
文
献
中
に
あ
ら
わ
れ
る
器
種

名
と
の
比
定
は
ご
く
大
枠
で
取
り
扱
う
に
止
め
る
。
そ
の
要
因
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん

筆
者
自
身
の
力
不
作
も
あ
る
が
、
何
よ
り
も
当
時
の
中
世
都
市
の
中
核
に
住
し
た
貴

種
僧
・
尋
尊
が
自
身
の
内
部
で
抽
象
化
し
た
「
土
器
（
食
器
）
像
」
を
知
り
た
い
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

当
時
の
食
器
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
「
か
わ
ら
け
」
に
つ
い
て
は
そ
の
名
称
も
多

　
　
　
　
　
　
ヨ
　

種
多
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
呼
称
は
、
一
つ
の
文
献
中
に
お
い
て
も
そ
の
使

用
さ
れ
る
状
況
の
中
で
異
な
る
名
称
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
。
た
と
え
ば
、
同
じ
器
種

で

あ
っ
て
も
そ
の
使
用
に
基
づ
く
名
称
と
容
量
な
ど
に
基
づ
く
名
称
が
存
在
す
る
の

で

あ
る
。
こ
う
し
た
記
録
を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
土
器
な
ど
の

詳
細
な
使
用
状
況
が
判
明
す
る
と
共
に
、
そ
れ
が
当
時
の
中
世
都
市
奈
良
を
代
表
す

る
人
物
に
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え

る
。

　

ま
た
、
尋
尊
は
大
乗
院
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
、
同
院
の
差
配
下
に
お
か
れ
た

座

に
つ
い
て
も
ひ
じ
ょ
う
に
多
く
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
も
の
の
中
に
、

彼
の
座
に
対
す
る
意
識
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
と
共
に
、
具
体
的
な
座
ー
こ
こ
で
は

土
器

に
か
か
わ
る
座
が
中
心
と
な
る
ー
の
具
体
的
な
状
況
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
中
世
に
お
け
る
土
器
製
作
に
関
わ
る
地
下
遺
構
の
具

体
的
分
析
に
際
し
て
補
助
資
料
と
し
て
活
用
す
る
。

　
以
上
の

分
析

を
通
じ
、
中
世
都
市
奈
良
に
お
け
る
土
器
の
使
用
状
況
や
そ
の
生

産
・
流
通
に
つ
い
て
の
視
角
を
得
る
こ
と
を
本
稿
の
目
的
と
し
て
掲
げ
た
い
。

0
西
京
の
土
器
製
作
と
座

ω
粘
土
採
掘
坑

　
　
　
に
し
の
き
ょ
う

　
奈
良
の
西
京
が
中
世
の
一
大
窯
業
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
は
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な

い
。
こ
の
こ
と
を
明
確
に
意
識
す
る
研
究
者
は
、
考
古
学
で
は
奈
良
県
内
で
歴
史
考

古
学
を
専
攻
す
る
者
、
そ
し
て
文
献
史
学
で
は
座
な
ど
の
流
通
関
係
の
研
究
者
、
も

し
く
は
一
部
の
美
術
史
研
究
者
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
研
究
史
上
に
お
い
て
は
、
中
世
の
西
京
は
い
わ
ば
「
幻
の
窯
業
地
帯
」
と
も
い
え

る
の
だ
が
、
そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
土
器
生
産
を
考
古

学
的
に
裏
付
け
る
遺
構
と
し
て
は
専
ら
原
料
と
な
る
粘
土
の
採
掘
坑
の
み
が
検
出
さ

れ
、
窯
跡
な
ど
は
全
く
見
つ
か
っ
て
い
な
い
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
粘
土
採
掘
坑
に
関
し
て
は
、
近
年
岡
本
智
子
に
よ
っ
て
そ
の
集
成
と
評
価
が
な

さ
れ
て
い
る
〔
山
川
・
岡
本
二
〇
〇
三
〕
。
以
下
、
そ
の
成
果
を
参
照
す
る
形
で
こ

の

粘
土
採
掘
坑
か
ら
知
ら
れ
る
中
世
大
和
の
土
器
造
り
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
遺
構
の

面
か

ら
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

図
1
が
実
際
の
粘
土
採
掘
坑
の
検
出
状
況
で
あ
る
。
平
面
形
は
方
形
も
し
く
は
円

形

を
呈
し
、
規
模
は
一
辺
が
一
～
二
m
、
深
さ
は
一
m
以
内
の
も
の
が
多
い
。
粘
土

採
掘

を
目
的
と
す
る
た
め
壁
面
は
垂
直
か
、
も
し
く
は
や
や
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
気
味

に
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
土
坑
は
良
質
な
粘
土
が
分
布
す
る
区
域
に
お

い
て

集
中
的
に
掘
削
さ
れ
、
か
つ
そ
の
掘
削
時
期
が
比
較
的
長
い
（
表
1
参
照
）
た

め

互

い
が
切
り
合
い
、
完
掘
後
は
巨
大
な
ク
レ
ー
タ
ー
状
の
落
ち
込
み
と
な
る
ケ
ー

ス

も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
粘
土
採
掘
坑
か
ら
は
焼
き
歪
ん
だ
土
器
が
出
土
す
る
が
、

こ
れ
ら
は
焼
成
時
に
お
け
る
失
敗
品
の
廃
棄
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
粘

244



［中世都市奈良と土器］……山川均

表1　粘土採掘坑一覧表（図2に対応）

No 遺跡名 地点 時期
主な出土遺物

瓦器 土師皿 土釜B 土釜H 土釜12 瓦質揺鉢 瓦質他 瓦
参考文献

1
平城京左京二条二坊十

三坪第3次西
奈良市法華寺町263 不明 ○ ○ 奈文研報告

2 平城京左京二条五坊北

郊60年度

奈良市法蓮寺町字

屋イ757－9番地
不明 県概報1985年度

3
平城京左京三条二坊十

六坪第231次

奈良市二条大路南

1丁目1－1
不明 奈良市概報平成

3年度

4
平城京左京三条二坊十

六坪第187次

奈良市二条大路南

1丁目1－1
不明 奈良市概報平成

元年度
平城京左京三条三坊十

三坪第211次

奈良市大宮町4丁

目245番地
不明 ○

奈良市概報平成

2年度

5
　
　
　
　
　
6

平城京左京三条三坊

十・十五坪

奈良市大宮町6丁

目2番地の6・7
不明 県概報1991年度

7
平城京左京三条四坊十

二坪

奈良市大宮町2－

3－5
不明 県報告

8
平城京左京三条四坊十

二坪第413次

奈良市大宮町2丁

目98－7
13世紀後半？ ○

奈良市概報平成

10年度

9
平城京左京三条四坊十

三坪

奈良市大宮町2丁
目

不明 県概報1989年度

10
平城京左京三条四坊十

四坪

奈良市大宮町127番

地
不明 県概報1993年度

11
平城京左京四条二坊一

坪

奈良市四条大路1

丁目甲808－1ほか
不明 県報告

12
平城京左京四条四坊十

五坪第234次

奈良市三条宮前町

242－2他
13世紀～

奈良市概報平成

3年度

13

平城京左京四条四坊十

五坪第318－1、325－

2～7、347－1次

奈良市三条大宮町

313－2，314－2
不明 奈良市概報平成

8年度

14
平城京左京四条四坊十

五・十六坪第253次

奈良市三条本町33

－ 3、三条宮前町

242－2他

13世紀～、奈

良時代？

奈良市概報平成

4年度

15
平城京左京四条四坊十

六坪第199次
奈良市三条宮前町 不明

奈良市概報平成

2年度

16 平城京左京四条四坊十

六坪第218次
奈良市三条宮前町 奈良時代？

奈良市概報平成

2年度

17
平城京左京四条四坊十

六坪第429－1次

奈良市三条宮前町
1

13世紀～？ 奈良市概報平成

11年度

18
平城京左京四条五坊一’

坪188次
奈良市三条宮前町 不明 ○

奈良市概報平成

2年度

19
平城京左京（外京）四

条五坊一坪
奈良市三条本町 不明 ○ 奈良市概報平成

7年度

20 平城京左京四条五坊二

坪第227次

奈良市三条本町513

次
不明 奈良市概報平成

3年度

21
平城京左京四条五坊三

坪第353－2次

奈良市三条本町335、

337－1
不明 奈良市概報平成

8年度

22
平城京左京四条五坊四

坪第377－3次
奈良市三条本町6

12世紀末～3

世紀初頭
○

奈良市概報平成

9年度

23
平城京左京四条五坊五

坪第373次

奈良市三条本町7

－
11

不明
奈良市概報平成

9年度

24 平城京左京四条五坊五

坪第408－2、3次

奈良市三条本町377

－ 1，376－6
不明

奈良市概報平成

10年度

25 平城京左京四条五坊六

坪第311次

奈良市三条本町311

他
不明 奈良市概報平成

6年度

26 平城京左京（外京）四

条五坊十二坪第144次

奈良市杉ヶ町25番

地1・2、同26番

地1・2

不明
奈良市概報昭和

62年度

27
平城京左京四条五坊十

四坪第423次

奈良市杉ヶ町51－

6、－7．－9
不明

奈良市概報平成

11年度

28
平城京左京四条六坊三

坪第281次

奈良市杉ヶ町70－
1 不明

奈良市概報平成

5年度

29
平城京三条大路、西一

坊大路交差点付近

奈良市三条大路5

丁目

12世紀後半～

13世紀後半
○ ○ ○ ○ ○ ○ 県概報1994年度
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主な出土遺物
参考文献No 遺跡名 地点 時期

瓦器 土師皿 土釜B 士釜H 土釜12 瓦質播鉢 瓦質他 瓦

30
平城京西一坊大路・三

条大路交差点北方

奈良市三条大路5

丁目

13世紀前半～

15世紀（14世

紀中葉中心）

○ ○ ○ ○ 県概報1997年度

31
平城京右京三条二坊四

坪（西一坊大路）

奈良市三条大路5

丁目186－3
13世紀前半P ○ ○ 県概報1993年度

32
平城京右京四条一坊十

五坪

奈良市四条大路5

丁目139－1番地
不明 ○

奈良市概報昭和

55年度

33
平城京右京四条一坊十

六坪第214次

奈良市四条大路4

丁目1－4

13世紀末～14

世紀初頭？
○

奈良市概報平成

2年度

34
平城京左京四条一坊十

六坪第309次

奈良市四条大路2

丁目827－2

奈良時代前

半？

奈良市概報平成

6年度

35
平城京右京四条二坊二

坪

奈良市四条大路5

丁目6－1
不明 ○

奈良市概報昭和

56年度

36
平城京右京五条一坊十

五坪第127次

奈良市五条町204－

1番地
12世紀後半？ ○

奈良市概報昭和

62年度

37
平城京右京六条一坊十

三坪第427次

奈良市西ノ京町140

－ 1次
不明 ○

奈良市概報平成

9年度

38
平城京右京七条一坊十

五坪第349次

奈良市六条町94、

99

13～15世紀後

半？
○ ○ ○

奈良市概報平成

8年度

39
平城京右京七条一坊十

五坪第457次

奈良市六条町102－

1次他
不明 ○

奈良市概報平成

11年度

40
平城京右京七条二坊十

五坪第135次

奈良市西の京414－
1

12世紀代 ○ ○
奈文研昭和56年

度平城宮跡概報

41
平城京右京八条一坊一

坪

奈良市七条町8の

1、9の2、10、
11番地

不明 県概報1993年度

42 平城京右京八条一坊九

坪

奈良市七条町東浦

135
不明 県概報1991年度

43
平城京右京八条一坊十

一坪
大和郡山市九条町 不明 奈文研報告

44
平城京右京八条二坊十

一坪

大和郡山市九条町

278
不明

大和郡山市概報

15

45
平城京右京八条二坊十

二坪

大和郡山市九条町

字山本

13世紀中葉～

15世紀中葉
○ ○ ○ ○ 奈文研報告

46
平城京右京八条二坊十

三坪

大和郡山市九条町

247，248－1，255

－
2

12世紀前半～

17世紀初頭？
○ ○ ○ ○ ○ 県概報1989年度

47
平城京右京八条三坊三
坪

大和郡山市九条平

野町字出口365－1

11世紀後半～

15世紀末
○ ○

大和郡山市概報
28

48
平城京右京八条三坊三

坪

大和郡山市九条平

野町字出口365－2

12世紀後半～

15世紀
○ ○ ○ ○ ○

49
平城京右京八条・西二

坊大路第297次
奈良市七条1丁目 不明 ○

奈良市概報平成

6年度

50 薬師寺旧境内第6次 奈良市西ノ京町 17世紀？
奈良市概報平成

7年度

51
薬師寺旧境内第293－

8次
奈良市西ノ京町 11～12世紀？ ○ ○

奈文研年報1999

一 皿

52
史跡大安寺旧境内83－

4次

奈良市大安寺町字

ヒラキ1254番地の
1

不明
奈良市概報昭和

58年度

53 唐招提寺旧境内
奈良市五条町438－
1

不明 県概報1998年度
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図1　粘土採掘坑平面図（表1－No．52）
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図2　粘土採掘坑分布図（表1に対応）
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山川均［中世都市奈良と土器］

土
採
掘
坑
は

土
器
造
り
に
関
係
す
る
遺
構
と
み
な
さ
れ
る
。

　
次
に
粘
土
採
掘
坑
の
分
布
状
況
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
西
京
丘
陵
東
麓
お
よ
び
現

在
の
J
R
奈
良
駅
周
辺
の
ニ
ケ
所
に
大
き
な
分
布
の
中
心
が
あ
る
（
図
2
）
。
ち
な

み

に
、
元
興
寺
旧
境
内
な
ど
の
狭
義
の
意
味
に
お
け
る
中
世
都
市
奈
良
の
内
部
に
は

こ
の
種
の
土
坑
は
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
都
市
内
部
に
お
い
て
土
器
生
産
が
行
わ

れ

た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
内
J
R
奈
良
駅
周
辺
に
お
い
て
は
後
で

触
れ
る
よ
う
な
瓦
質
土
器
の
大
型
品
は
出
土
し
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
周
辺
で
の
粘

土
採
掘
は
中
世
前
半
を
中
心
に
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
表
1
）
。

　
す
な
わ
ち
、
本
稿
で
主
に
扱
う
中
世
後
半
の
瓦
質
土
器
な
ど
の
生
産
に
関
し
て
は
、

も
っ
ぱ
ら
西
京
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
て
大
過
な
い
も
の
と
い
え
よ

う
。
西
京
内
部
に
お
い
て
も
、
後
に
触
れ
る
火
鉢
や
土
釜
、
揺
鉢
な
ど
の
大
型
製
品

に
つ
い
て
は
旧
平
城
京
の
七
条
以
南
に
お
い
て
多
く
出
土
が
認
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
旧
平
城
京
三
条
大
路
と
西
一
坊
大
路
の
交
差
点
付

近

に
お
い
て
中
世
瓦
の
生
産
に
伴
う
と
み
ら
れ
る
粘
土
採
掘
坑
が
検
出
さ
れ
て
い
る

（図
2
・
表
1
1
2
9
～
3
1
）
。
こ
れ
ら
の
瓦
は
同
箔
関
係
か
ら
薬
師
寺
や
元
興
寺
で
使

用

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
十
四
世
紀
前
葉
以
降
、
西
京
は
法
隆
寺
や

唐
招
提
寺
、
さ
ら
に
は
播
磨
報
恩
寺
な
ど
の
作
瓦
で
活
躍
し
た
「
橘
氏
」
の
本
拠
地

で

あ
る
が
〔
山
川
一
九
九
六
〕
、
こ
の
橘
氏
に
関
係
す
る
と
見
ら
れ
る
粘
土
採
掘
坑

は
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
未
検
出
で
あ
る
。

回
文
献
史
料
に
見
る
粘
土
採
掘

　
西
京

に
お
け
る
土
器
製
作
は
、
中
世
（
特
に
後
半
期
）
に
お
い
て
は
「
座
」
に
よ

る
管
理
・
運
営
が
な
さ
れ
て
い
た
〔
豊
田
一
九
三
五
〕
。
西
京
周
辺
の
土
器
に
関
わ

る
大
乗
院
方
の
座
と
し
て
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
五
月
廿
八
日
条
に
あ
げ
ら
れ
て

い

る
も
の
に
は
「
ヒ
ハ
チ
（
火
鉢
）
」
「
ホ
ウ
ロ
ク
」
「
赤
カ
ワ
ラ
ケ
」
「
白
カ
ワ
ラ

ケ
」
の
諸
座
が
あ
る
。
長
禄
元
年
十
二
月
晦
日
条
の
「
禅
定
院
殿
長
禄
二
年
元
三
御

節
供
事
合
和
市
」
で
列
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
や
は
り
「
火
鉢
」
「
赤
土
器
」

「白
土
器
」
座
の
記
載
を
見
る
が
、
こ
の
内
後
二
者
に
は
当
時
の
薬
師
寺
の
根
本
院

で
あ
っ
た
「
伝
教
院
」
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
上
記
し
た
諸
座
は
、
い
ず
れ
も
興
福
寺
大
乗
院
に
属
す
る
座
で
あ
る
が
、

一
乗
院

に
属
す
る
座
に
つ
い
て
も
、
土
器
製
作
に
関
す
る
も
の
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様

と
思
わ
れ
る
〔
曲
豆
田
　
一
九
三
五
〕
。
以
下
に
お
い
て
は
、
西
京
周
辺
で
製
作
さ
れ
た

と
み
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
製
品
に
関
し
て
、
主
と
し
て
粘
土
採
掘
に
関
わ
る
も
の
を
抽

出
し
て
み
よ
う
。

　
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
三
月
十
七
日
、
土
器
座
衆
が
大
乗
院
に
訴
え
る
と
こ
ろ

の
訴
状
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

史
料
1

土
器
座
衆
訴
申
入
、
自
旧
冬
申
上
土
器
土
事
、
不
謂
権
門
・
高
家
之
領
知
堀

取
処
薬
師
寺
阿
ミ
タ
院
之
田
地
不
可
叶
之
由
申
追
上
了
、
阿
ミ
タ
院
申
分
ハ
、

於
畠
土
者
不
取
之
、
麦
之
地
也
云
々
、
此
子
細
旧
冬
自
別
当
申
給
之
、
今
座

衆
申
分
ハ
、
郷
中
垣
内
之
畠
ハ
不
取
之
、
田
地
二
候
、
麦
下
地
ハ
堀
取
条
分

明
事
也
云
々
、
此
条
ハ
尤
可
有
差
別
事
也
、
早
々
可
有
成
敗
旨
申
遣
干
別
当

了
、
若
不
事
行
者
、
社
頭
並
両
堂
・
南
円
堂
之
土
器
可
令
抑
留
云
々
、
珍
事

此
事
之
由
仰
了
、

大
方
自
薬
師
寺
惣
寺
モ
可
有
成
敗
事
也
、
其
故
ハ
土
器
座
衆
中
よ
り
、
毎
年

二
貫
四
百
文
年
貢
致
其
沙
汰
、
是
薬
師
寺
領
中
土
堀
用
也
云
々
、
火
鉢
作
座

中
同
其
致
沙
汰
云
々
、
法
楽
座
同
云
々
、
土
器
座
衆
両
門
跡
分
当
時
人
数
十

三
人
有
之
云
々
、
（
以
下
略
）

　

こ
の
史
料
よ
り
、
土
器
座
衆
が
薬
師
寺
阿
弥
陀
院
の
田
地
か
ら
土
器
製
作
用
の
粘

土

を
採
掘
す
る
権
利
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
権
利
は
座
衆
が
薬
師
寺
に
対
し
二

貫
四
百
文
も
の
年
貢
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
て
い
た
こ
と
な
ど
が
判
明
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
百
姓
が
本
来
の
田
地
に
麦
を
植
え
て
い
た
（
畠
に
転
作
し
て
い
た
）
た
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め
、
「
畠
地
か
ら
は
土
を
採
取
し
な
い
」
と
い
う
原
則
に
よ
っ
て
土
の
採
取
を
断
ら

れ

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
垣
内
畠
、
す
な
わ
ち
集
落
内
部
の
人
家
に

隣
接
す
る
常
畠
（
屋
敷
畠
）
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
原
則
で
あ
っ
て
、
本
来
は
田
地

で

あ
る
こ
の
よ
う
な
転
換
麦
畠
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う

の

が
土
器
座
衆
の
主
張
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
人
家
に
隣
接
す
る
垣
内
畠
を
む
や
み
に
掘
り
返
す
こ
と
を
防
ぐ
目
的
で

畠
地
か
ら
の
粘
土
採
掘
が
禁
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
田
を
麦
畠
に
転
作

し
た
場
所
に
お
い
て
も
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
お
か

し
い
と
い
う
判
断
が
な
さ
れ
た
（
本
史
料
の
後
続
部
分
に
記
述
あ
り
）
。
ま
た
、
こ

こ
で
興
味
深
い
点
は
、
こ
う
し
た
薬
師
寺
へ
の
年
貢
貢
納
を
前
提
と
し
た
粘
土
採
掘

は

火
鉢
座

や
法
楽
（
焙
烙
）
座
も
行
っ
て
い
た
点
で
あ
ろ
う
。

　

次
い
で
火
鉢
座
の
給
田
で
そ
の
位
置
が
判
明
す
る
も
の
と
し
て
、
長
禄
三
年
二

四

五

九
）
十
二
月
廿
五
日
条
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

史
料
2

西
京
火
鉢
作
申
御
給
田
事
、
依
炎
早
無
足
、
伍
火
鉢
以
下
事
如
本
々
可
被
下

代

物
云
々
、
付
可
然
申
状
旨
仰
了
、
彼
給
田
ハ
四
反
也
、
両
人
シ
テ
ニ
反

ツ

・

拝
領
云
々
、
在
所
ハ
薬
師
寺
ノ
八
幡
ノ
上
ノ
山
キ
ワ
ニ
在
之
云
々
、

　

こ
こ
で
い
う
「
八
幡
」
と
は
薬
師
寺
南
大
門
の
南
に
鎮
座
す
る
休
岡
八
幡
神
社
の

こ
と
で
あ
る
。
給
田
自
体
は
四
反
程
度
の
零
細
な
も
の
で
あ
る
が
、
火
鉢
作
に
関
わ

る
給
田
が
こ
の
地
に
存
在
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
史
料
1
お
よ
び
2
に
関
連
し
、
薬
師
寺
境
内
お
よ
び
そ
の
周

辺

に
お
い
て
い
く
つ
か
粘
土
採
掘
坑
が
検
出
さ
れ
て
い
る
点
を
こ
こ
で
指
摘
し
て
お

き
た
い
（
表
1
お
よ
び
図
2
－
5
0
・
5
1
）
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
瓦
質
火
鉢
や
土
釜

な
ど
の
大
型
土
器
は
西
京
で
も
南
半
部
分
に
集
中
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

ω
座
衆
の
居
住
地
に
つ
い
て

　
と
こ
ろ
で
、
前
掲
史
料
1
に
記
さ
れ
て
い
る
「
座
衆
」
と
は
ど
こ
に
拠
点
を
置
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
十
月
六
日
条
に
は
赤
土
器
座
の
作
手

に
つ
い
て
「
水
門
」
流
と
「
福
知
院
」
流
と
い
う
二
つ
の
流
派
が
あ
る
こ
と
を
記
し

て

い

る
。
こ
の
う
ち
水
門
流
の
在
所
は
文
字
ど
お
り
中
世
都
市
奈
良
内
部
の
東
大
寺

郷
水
門
に
あ
り
、
も
う
一
方
の
赤
土
器
座
作
手
で
あ
る
福
知
院
流
も
ま
た
、
都
市
内

部
の
元
興
寺
郷
福
知
院
に
本
拠
を
有
し
た
（
図
2
）
。
こ
の
ほ
か
、
豊
田
武
の
整
理

に
よ
れ
ば
、
『
多
聞
院
日
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
西
京
瓦
器
（
か
わ
ら
け
）
座
衆
一

二
名
の
居
住
地
は
こ
と
ご
と
く
奈
良
町
に
あ
っ
た
〔
豊
田
一
九
三
五
〕
。
具
体
的
な

地
名
と
し
て
は
、
餅
井
殿
一
名
、
上
下
三
条
三
名
、
高
天
一
名
、
林
小
路
二
名
、
福

院

辻
一
名
、
中
小
路
一
名
、
北
小
路
一
名
、
小
坂
一
名
と
な
る
。

　
一
方
、
先
述
の
よ
う
に
西
京
周
辺
に
は
粘
土
採
掘
坑
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
、
か

つ
史
料
1
な
ど
か
ら
、
カ
ワ
ラ
ケ
製
作
用
の
粘
土
を
薬
師
寺
阿
弥
陀
院
の
田
地
か
ら

採
取
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
実
際
の
製
作
地
が
西
京
周
辺
で
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
同
史
料
中
に
も
見
る
よ
う
に
、
垣
内
畠
の
よ
う
に

人

家
に
近
い
部
分
で
の
粘
土
採
取
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
点
は
先
述
の
中
世
都

市
奈
良
内
部
に
お
い
て
粘
土
採
掘
坑
が
検
出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
発
掘
デ
ー
タ
と

整
合
す
る
部
分
で
あ
り
、
興
味
深
い
。
な
お
、
念
の
た
め
申
し
添
え
る
な
ら
ば
、
中

世
都
市
奈
良
に
隣
接
す
る
現
在
の
J
R
奈
良
駅
近
辺
で
は
中
世
前
半
ま
で
は
粘
土
採

掘
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
都
市
内
部
に
お
い
て
も
粘
土
そ
の
も
の

は
採
掘
可
能
な
土
地
条
件
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
中
世
後
半
に
こ
の
地
域
で
粘
土
採
掘

が
行

わ
れ
な
く
な
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
都
市
部
の
人
口
増
加
に
よ
る
都
市
領
域
の

拡
張
が
背
景
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
要

す
る
に
、
火
鉢
お
よ
び
カ
ワ
ラ
ケ
を
扱
う
座
の
商
業
的
中
核
は
都
市
部
に

あ
り
、
実
際
の
製
作
地
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
こ
の
点
は
最
近
盛
ん
な
都
市
に
お
け

る
生
産
活
動
を
考
え
る
上
で
、
看
過
で
き
な
い
問
題
と
い
え
よ
う
。
従
来
、
一
部
の

論
調
に
は
都
市
内
に
お
け
る
生
産
組
織
そ
の
も
の
の
存
在
と
、
都
市
内
に
お
け
る
生
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産

物
管
理
組
織
の
存
在
を
混
同
し
て
い
た
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
例
の

よ
う
に
、
生
産
組
織
（
職
人
1
1
職
能
民
）
が
在
地
に
居
住
す
る
例
は
脇
田
晴
子
の
い

う
「
農
村
商
工
業
座
」
の
例
〔
脇
田
一
九
六
九
〕
、
お
よ
び
豊
田
武
が
列
記
す
る

「奈
良
市
街
」
以
外
の
「
国
内
各
村
落
」
に
分
布
す
る
諸
座
の
一
覧
で
紹
介
さ
れ
て

い

る
〔
豊
田
一
九
三
四
〕
。
す
な
わ
ち
、
中
世
に
お
い
て
職
能
民
は
必
ず
し
も
都
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
集
住
す
る
必
要
は
な
い
。

②
『
雑
事
記
』
記
載
の
中
世
土
器
各
種
と
そ
の
使
用
状
況
等
に
つ
い
て

ω
カ
ワ
ラ
ケ

　
長
禄
四

年
（
一
四
六
〇
）
五
月
十
二
日
条
の
年
始
替
物
定
器
注
文
の
う
ち
「
御
作

手
與
四
郎
」
に
申
し
入
れ
た
食
器
に
関
す
る
、
次
の
よ
う
な
詳
細
な
記
載
が
あ
る
。

史
料
3
（
［
］
内
は
傍
注
、
【
】
内
は
筆
者
注
）

　
　
　
ニ
コ

キ
［
ソ
ナ
へ
物
ト
云
］
　
十
二
具
　
カ
ス
廿
四
、
　
同
サ
ラ
六
十

　
　
　
十
二
枚

　
　
　
　
以
上
良
家
用
公
所
分

　
　
　
花
形
十

二
枚

同
サ
ラ
計
六

　
　
　
　
以
上
坊
官
用

　
　
　
ム
モ
ン
十
二
枚
　
同
サ
ラ
舟
六

　
　
　
　
以
上
侍
用

　
　
　
黒
定
器
［
ミ
ツ
キ
レ
ト
云
］
廿
枚
　
同
サ
ラ
四
十

　
　
　
　
以
上
上
北
面
用

　
　
　
サ
サ

カ
【
ハ
抜
け
？
】
ラ
ケ
六
十
枚
　
サ
ラ
ナ
シ
、
土
器
可
用
之
故
也
、

　
　
　
　
以
上
下
北
面
・
院
仕
・
御
童
子
・
御
力
者
等
分
用

　
　
　
　
合
々
子
百
二
十
八
枚
、
蓋
百
七
十
二
、
折
シ
キ
十
二
枚

ヲ
シ
キ

　

こ
れ
は
対
象
と
な
る
身
分
（
良
家
、
坊
官
、
侍
、
上
北
面
、
下
北
面
、
院
仕
、
御

童
子
、
御
力
者
）
毎
に
必
要
な
器
種
お
よ
び
数
量
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
見
、

判
読
が
困
難
な
部
分
も
あ
る
が
、
表
2
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
理
解
が
容
易
と
な
る
。

ま
ず
、
セ
ッ
ト
と
な
る
用
途
別
器
種
は
主
菜
も
し
く
は
飯
を
盛
る
「
合
子
」
と
、
酒

の
盃
や

手
塩
皿
に
類
す
る
用
途
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
「
蓋
」
に
大
別

さ
れ
る
。
こ
の
内
後
者
は
全
て
「
サ
ラ
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
に
つ
い
て

は
か
な
り
細
か
い
分
別
規
定
が
あ
る
。
ま
た
、
折
敷
を
用
い
る
の
は
最
も
上
の
ク
ラ

ス

で

あ
る
「
良
家
」
の
み
と
な
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
名
称
で
呼
ば
れ
る
食
器
類
に

関
し
て
は
、
基
本
的
に
「
合
子
」
の
各
呼
称
か
ら
類
推
し
て
漆
器
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

　

な
お
、
「
下
北
面
」
以
下
の
身
分
が
用
い
る
器
種
と
し
て
「
サ
・
カ
ハ
ラ
ケ
」
六

十
枚
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
注
と
し
て
「
サ
ラ
」
は
不
必
要
だ
と
述
べ

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
は
土
器
（
カ
ワ
ラ
ケ
）
を
用
い
る
か
ら
だ
、
と
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
記
載
か
ら
当
時
「
サ
ラ
」
と
「
カ
ワ
ラ
ケ
」
は
本
来
別
の
用

途
を
持
つ
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
今
日
主

に
関
西
の
考
古
学
研
究
者
の
間
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
土
師
皿
」
（
当
時
の

読
み
で
い
え
ば
「
カ
ワ
ラ
ケ
ザ
ラ
」
と
な
る
）
も
し
く
は
「
土
師
器
皿
」
と
い
っ
た

学
術
用
語

に
は
再
考
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
る

意
味
で
「
カ
ワ
ラ
ケ
」
の
名
称
を
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
こ
に
登
場
す
る
「
御
作
手
與
四
郎
」
だ
が
、
『
雑
事
記
』
中
の
複
数
の

記
載
か
ら
考
え
て
彼
は
こ
こ
か
ら
十
年
後
の
文
明
二
年
（
一
四
七
〇
）
頃
に
死
去
し

た
赤
土
器
座
作
手
の
「
水
門
與
次
郎
」
と
同
一
人
物
の
可
能
性
が
高
い
も
の
と
考

　
　
ら
　

え
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
サ
・
カ
ハ
ラ
ケ
」
な
ど
の
用
語
は

主

に
赤
土
器
座
の
名
称
と
考
え
て
よ
か
ろ
う

　
次

に
、
同
じ
赤
土
器
座
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
九
月

十
一
日
条
に
は
「
講
師
坊
赤
土
器
事
」
と
い
う
重
要
な
記
録
が
あ
る
。
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表2　長禄四年年始替物定器注文一覧表

人数 合子 蓋 折シキ
身分

名称 総数 ／…人 名称 総数 ／一人 総数 ／一人

a 良家 12 コキ 24 2 サラ 60 5 12 1

b 坊官 ［12］ 花形 12 ［1］ サラ 36 ［3］
一 一

C 侍 ［12］ ムモン 12 ［1］ サラ 36 ［3］
一 一

d 上北面 ［20］ 黒定器 20 ［1］ サラ 40 ［2］
一 一

e一① 下北面 ［5］ ササカハラケ 15 ［3］

e一② 院仕 ［5］ ク 15 ［3］

e一③ 御童子 ［5］ 〃 15 ［3］

e一④ 御力者 ［5］ ク 15 ［3］

（小計） 60

（計） 128 172 12

史
料
4
（
［
］
内
は
傍
注
、
【
】
内
は
筆
者
注
。
史
料
分
析
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
適
宜
改

行

し
、
行
頭
に
番
号
を
付
し
た
）

　
　
　
①
四
十
荷
九
千
二
［
八
］
百
　
此
内
様
物
六
百
在
之
、
其
外
ハ
小
、

　
　
　
②
七
十
五
荷
　
ハ
皆
以
様
物
、
．
荷
別
六
卜
、

　
　
　
③
合
百
十
五
荷
御
下
行
六
斗
九
升
　
．
荷
別
六
合
、

　
　
　
④
此
内
様
物
二
千
五
百
五
十
ハ
上
番
方
飯
料
、

　
　
　
⑤
二
千
五
百
五
十
院
仕
方
汁
料
、

　
　
　
⑥
小
土
器
九

千
二
百
ハ
悉
以
院
仕
方
菜
料
也
、

　
　
　
⑦
毎
日
沙
汰
者
一
荷
別
様
物
十
五
、
大
瓦
器
百
冊
【
舟
か
？
】
、
小
瓦
器
百
、

　
　
　
　
上
ハ
〈
口
…
卜
行
、

　
　
　
⑧
又
様
物
計
一
荷
六
十
、
　
六
合
下
行
、

　
　
　
⑨
又
大
瓦
器
一
荷
二
百
、
　
六
合
下
行
、

　
　
　
⑩
御
用
次
第
如
此
召
之
、
故
取
合
下
知
了
、

　
き
わ
め
て
多
く
の
情
報
が
含
ま
れ
る
史
料
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
用
語
か
ら
整
理
し

て

み

よ
う
。
こ
こ
で
登
場
す
る
食
器
の
名
称
に
は
、
「
様
物
」
「
小
」
「
小
土
器
」
「
大

瓦

器
」
「
小
瓦
器
」
の
五
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
を
記
載
内
容
の
分
析
か
ら
整
理
す
る

と
、
ま
ず
史
料
①
行
目
の
四
〇
荷
は
食
器
の
個
体
数
が
九
八
〇
〇
で
あ
り
、
こ
の
内

「様
物
」
が
六
〇
〇
だ
か
ら
「
小
」
は
そ
れ
を
減
じ
た
値
の
九
二
〇
〇
と
な
る
。
こ

の
数
値
は
⑥
行
目
の
「
小
土
器
」
の
数
値
と
一
致
す
る
か
ら
、
「
小
」
は
「
小
土
器
」

の

略
称
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
次
に
⑦
行
目
に
は
一
つ
の
荷
あ
た
り
の
食
器
数

を
記
す
が
、
「
大
瓦
器
」
一
三
〇
と
「
小
瓦
器
」
一
〇
〇
の
合
計
二
三
〇
に
対
し
⑦

行
目
に
記
さ
れ
た
荷
の
数
四
〇
を
乗
じ
る
と
先
に
示
し
た
「
小
土
器
」
の
総
数
と
同

じ
九
二
〇
〇
と
な
る
か
ら
、
こ
の
「
大
瓦
器
」
と
「
小
瓦
器
」
の
総
称
し
た
こ
と
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
ザ

が

「小
土
器
」
（
略
称
「
小
」
）
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
の
場
合
、
「
瓦
器
」
「
土
器
」
共
に
当
時
の
読
み
は
「
か
わ
ら
け
」
だ
と
思
わ
れ

る
が
、
本
史
料
中
で
は
こ
の
二
者
は
明
ら
か
に
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
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こ
の
使
い
分
け
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
お

そ
ら
く
「
小
土
器
」
が
「
様
物
」
に
対
す
る
質
の
相
違
を
表
す
用
語
で
あ
る
の
に
対

し
、
「
大
瓦
器
」
「
小
瓦
器
」
は
そ
れ
ら
相
互
の
法
量
的
な
大
小
を
表
現
し
た
も
の
、

と
の
想
定
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
次

に
こ
れ
ら
の
使
用
方
法
で
あ
る
が
、
「
様
物
」
は
④
・
⑤
行
目
に
あ
る
よ
う
に

上
番
方
の
飯
容
器
、
お
よ
び
院
仕
方
の
汁
容
器
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
小
土
器
は
⑥
行
目
に
見
ら
れ
る
通
り
全
て
院
仕
方
の
菜
容
器
と
し
て
用
い
ら

れ
て

い

る
の
で
あ
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
「
様
物
」
に
つ
い
て
は
椀
形
態
の
容
器
、

「
小
土

器
」
に
つ
い
て
は
文
字
ど
お
り
カ
ワ
ラ
ケ
を
想
定
す
べ
き
で
あ
り
、
さ
ら
に

こ
れ
に
は
大
小
の
二
種
類
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
　
ま
た
、
⑧
行
目
に
見
る
よ
う
に

様
物
六
〇
に
対
し
て
六
合
の
下
行
、
大
瓦
器
二
〇
〇
に
対
し
て
も
同
じ
く
六
合
の
下

行
だ
か
ら
、
そ
の
価
格
差
は
前
者
が
後
者
に
対
し
て
三
倍
強
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
両
者
の
法
量
に
関
し
て
も
あ
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
両
荷
の
容

量
が
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
様
物
は
大
瓦
器
の
三
倍
程
度
の
法
量
を
持
つ
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
強
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
赤
土
器
座
に
関
わ
る
名
称
お
よ
び
用
例
に
関
す
る
記
載
と
し
て
は
、

文
明
十
一
年
（
一
四
七
九
）
一
月
廿
六
日
条
に
正
月
用
の
土
器
注
進
状
が
あ
り
、
そ

の

中
に
「
龍
花
院
御
湯
土
器
」
、
「
心
経
会
御
粥
（
土
器
）
」
と
い
う
名
称
が
見
ら
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
史
料
4
の
よ
う
な
相
対
的
な
分
類
呼
称
で
は
な
く
、
先
の
史

料

3
に
見
ら
れ
た
「
サ
・
カ
ハ
ラ
ケ
」
（
酒
カ
ハ
ラ
ケ
？
）
の
よ
う
に
、
使
用
方
法

に
基
づ
く
呼
称
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

　
次
に
、
白
土
器
座
関
係
の
史
料
を
見
て
み
よ
う
。
文
明
七
年
（
一
四
七
五
）
十
月

十
九
日
条
に
は
白
土
器
勘
定
明
恩
寛
円
申
分
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

史
料
5

五
度
入
三
千
六
百
七
十
五
　
此
内
千
五
十
者
探
題
方
、

三
度
入
二
千
百
　
此
内
三
百
五
十
探
題
方
、

イ
・
モ
リ
千
四
百

ス

ツ

キ
千
四
百
　
此
内
四
百
探
題
方
、

　
　
以
上

　

本
史
料
中
に
は
「
五
度
入
」
、
「
三
度
入
」
、
「
イ
・
モ
リ
」
、
「
ス
ツ
キ
」
と
い
う
名

称
が
見
ら
れ
る
。
同
様
の
名
称
は
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
四
月
一
日
条
に
も
あ
り
、

こ
こ
で
は
「
西
京
土
器
公
事
」
と
し
て
「
五
度
入
」
、
「
飯
盛
」
、
「
酢
ツ
キ
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
。
稲
垣
晋
也
は
赤
白
両
カ
ワ
ラ
ケ
座
で
そ
れ
ぞ
れ
の
製
品
に
独
自
の
名

称
を
付
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
、
先
述
し
た
赤
土
器
座
の
「
様
物
」
に

対
応
す
る
呼
称
と
し
て
白
土
器
座
の
「
飯
盛
」
、
「
酢
ツ
キ
」
を
、
同
じ
く
赤
土
器
座

の

「
大
瓦
器
」
と
「
小
瓦
器
」
を
白
土
器
座
の
「
五
度
入
」
、
「
三
度
入
」
に
ほ
ぼ
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
す
る
も
の
と
し
た
。
本
稿
で
は
そ
の
細
か
い
検
証
は
為
し
得
な
い
が
、
少
な
く
と

も
管
見
の
史
料
中
に
は
稲
垣
の
見
解
を
否
定
す
る
材
料
は
な
い
。

　

た
だ
史
料
5
に
見
る
白
土
器
座
の
呼
称
の
内
、
前
二
者
が
容
量
も
し
く
は
口
径
に

基
づ
く
呼
称
で
あ
り
、
後
二
者
が
用
途
に
基
づ
く
呼
称
で
あ
る
点
に
は
一
定
の
注
意

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
前
掲
史
料
4
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
様
物
に
関
し
て
も
飯
容
器

と
し
て
の
使
用
が
指
摘
で
き
る
の
で
、
「
飯
盛
」
の
呼
称
は
示
唆
的
で
あ
る
。
「
酢
ツ

キ
」
に
関
し
て
は
保
留
す
る
と
し
て
も
、
「
飯
盛
」
に
関
し
て
は
や
は
り
椀
形
態
を

想
定
す
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
様
物
」
で
は
な
い
が
、
類
似
し
た
呼
称
に
「
様
器
」
が
あ
る
。
そ

れ

は
本
稿
が
主
に
取
り
扱
う
中
世
後
期
で
は
な
く
、
主
に
古
代
末
か
ら
中
世
前
期
に

お
い
て
頻
出
す
る
用
語
だ
が
、
そ
の
史
料
中
に
お
け
る
用
例
や
実
際
の
出
土
資
料
を

詳
細
に
検
討
し
た
高
橋
照
彦
は
、
先
行
研
究
の
百
瀬
正
恒
・
橋
本
久
和
の
見
解
〔
橋

本
・
百
瀬
一
九
八
八
〕
を
支
持
し
、
そ
れ
を
山
城
栗
栖
野
産
の
「
白
色
土
器
」
で

あ
る
と
し
た
〔
高
橋
一
九
九
七
〕
。
た
だ
し
、
中
世
後
期
に
は
栗
栖
野
産
の
白
色
土

器

は
生
産
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
扱
う
「
様
物
」
が
こ
の
白
色
土
器
に
該
当

す
る
可
能
性
は
な
い
。
ま
た
、
前
掲
の
史
料
4
1
②
行
目
に
あ
る
よ
う
に
、
様
物
の
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み

が
パ

ッ
ク
さ
れ
て
い
た
七
五
荷
の
収
納
数
は
全
て
六
〇
個
体
で
あ
っ
た
。
し
た
が

っ

て

「様
物
」
は
同
一
の
法
量
を
有
す
る
単
一
器
種
を
指
す
用
語
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
、
椀
や
高
杯
な
ど
複
数
の
器
種
（
形
式
）
を
含
み
込
む
用
語
で
あ
っ
た
可
能
性
は

き
わ
め
て
低
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
高
橋
や
百
瀬
・
橋
本
の
見
解
に
従
え
ば
様
器
と

は
複
数
の
器
種
を
包
括
す
る
「
白
色
土
器
」
と
呼
ば
れ
る
様
式
全
体
を
指
す
こ
と
ば

な
の
で
、
「
様
物
」
と
「
様
器
」
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
相
違
す
る
概
念
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
以
上

の
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
様
物
」
と
は
漆
器
椀
も
し
く
は
陶
磁
器
碗

を
想
定
す
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
赤
土
器
座
作
手
が
漆
器
も
し

く
は
陶
磁
器
を
扱
う
の
か
、
と
い
う
点
が
疑
問
と
し
て
残
る
が
、
赤
土
器
座
作
手
の

水

門
與
次
郎
（
與
四
郎
）
は
、
史
料
4
の
検
討
で
述
べ
た
よ
う
に
、
年
始
替
物
の
定

器
注
文
に
お
い
て
カ
ワ
ラ
ケ
の
み
な
ら
ず
折
敷
な
ど
も
含
む
多
種
の
器
種
を
調
進
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
土
器
座
と
は
土
器
の
製
作
・
販
売
の
み
を
行

っ

て

い

た
の
で
は
な
く
、
法
会
や
宴
会
な
ど
に
用
い
る
器
を
総
体
的
に
取
り
扱
っ
て

い

た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

川
火
鉢

　
史
料
中
に
現
わ
れ
る
「
火
鉢
」
も
し
く
は
「
ヒ
ハ
チ
」
は
、
考
古
学
的
に
は
「
火

鉢
」
「
瓦
質
土
器
火
鉢
」
と
称
さ
れ
る
器
種
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
歴

史
学
一
般
的
に
は
「
奈
良
火
鉢
」
と
い
う
呼
称
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は

『雑
事
記
』
な
ど
の
史
料
名
に
従
い
単
に
こ
れ
を
「
火
鉢
」
と
称
す
る
。
こ
の
火
鉢

は
、
大
和
を
は
じ
め
と
し
て
近
畿
一
円
に
稠
密
に
分
布
す
る
ほ
か
、
他
の
同
時
期
に

製
作
さ
れ
た
大
和
産
の
中
世
土
器
と
は
異
な
り
、
非
常
に
広
範
な
流
通
範
囲
を
有
す

る
の
が
特
徴
で
あ
る
（
今
尾
一
九
九
二
）
。

　

さ
て
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
十
一
月
三
日
条
に
は
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

史
料
6

火
鉢
造
大
夫
入
道
参
申
、
伝
教
院
々
主
方
歳
末
火
鉢
事
無
沙
汰
間
、
以
専
実

問
答
之
、
口
二
尺
四
方
火
鉢
一
・
一
尺
八
寸
円
火
鉢
一
可
沙
汰
云
々
、
又
火

鉢
造
申
、
正
月
四
日
参
上
申
、
下
行
物
在
之
之
由
申
者
也
、

　
右
掲
の
史
料
中
に
は
「
二
尺
四
方
火
鉢
」
お
よ
び
＝
尺
八
寸
円
火
鉢
」
と
の
呼

称
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
「
角
火
鉢
」
と
「
円
火
鉢
」
の
名
称
が
用
い
ら
れ

て

い

た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
実
際
の
出
土
遺
物
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る

（図
3
）
。
こ
の
ほ
か
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
十
二
月
十
日
条
に
は
慈
恩
会
の

「
用
意
条
々
道
具
等
」
の
中
に
「
土
火
鉢
」
の
名
称
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
な
ど
は
そ

の
材
質
お
よ
び
焼
成
上
の
特
徴
か
ら
の
呼
称
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
火
鉢
と
同
様
に
上
製
の
瓦
質
土
器
大
型
製
品
で
あ
り
、
や
は
り
火
鉢
と
同

様

に
全
国
的
な
分
布
状
況
を
み
せ
る
風
炉
に
関
し
て
は
、
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）

20cm0

　図3　「円火鉢」（上）と「角火鉢」（下）（S：1／4）

（上：『十六面・薬王寺遺跡』、下：『馬司遺跡第1次発掘調査報告書
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六
月
十
八
日
条
に
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
見
ら
れ
る
。

史
料
7

西
大
寺
長
老
明
円
房
上
人
光
臨
、

持
参
、
不
寄
思
儀
也
、

見
参
了
、
至
縁
送
之
了
、
錐
子
並
風
炉
被

　
す
な
わ
ち
西
大
寺
長
老
の
明
円
房
上
人
が
錘
子
（
茶
釜
）
と
共
に
「
風
呂
」
を
持

参

し
た
由
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
瓦
質
土
器
の
風
炉
（
図
4
）
を
指
す
も
の
と
考
え
ら

れ

る
。
ち
な
み
に
こ
の
風
炉
に
関
し
て
は
、
時
代
は
下
る
が
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇

八
）
に
豊
臣
秀
吉
か
ら
「
天
下
一
」
の
称
号
を
賜
っ
た
と
さ
れ
る
西
京
土
器
師
西
村

宗
四
郎
ら
が
南
都
の
名
産
品
と
し
て
こ
れ
を
製
作
し
、
高
い
評
価
を
得
て
い
た
（
村

上
一
九
九
五
）
。
な
お
近
年
、
彼
の
名
を
刻
印
し
た
風
炉
が
堺
環
濠
都
市
遺
跡
か
ら

出
土
し
て
い
る
（
績
二
〇
〇
三
）
。

『和漢三オ図会』に見る風炉図4

　

さ
て
、
火
鉢
を
扱
う
火
鉢
座
に
は
京
都
市
場
を
専
門
と
す
る
木
津
の
京
座
と
奈
良

座
が
あ
り
、
奈
良
座
も
い
っ
た
ん
京
都
市
場
へ
の
参
入
を
果
た
す
が
、
後
に
は
京
座

　
　
　
　
　
　
ぽ
　

の
独
占
と
な
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
火
鉢
に
関
し
て
は
、
そ
れ
を
扱
う
商
人
が
寛
正
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

年
（
一
四
六
三
）
に
は
内
蔵
寮
の
供
御
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

こ
の
火
鉢
供
御
人
は
主
に
山
科
家
の
統
制
下
に
あ
り
、
同
家
に
対
し
て
公
事
銭
や
火

鉢
貢
進
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
〔
小
野
一
九
三
八
〕
。
ち
な
み
に
、
西
京
で
製
作
さ

れ

た
と
み
ら
れ
る
中
世
土
器
を
扱
う
組
織
で
、
火
鉢
以
外
に
京
都
市
場
を
対
象
と
し

た
販
路
を
確
保
し
た
も
の
は
管
見
の
史
料
中
に
は
見
出
せ
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
火

鉢
は
他
の
大
和
産
瓦
質
土
器
と
は
異
な
る
広
域
な
分
布
を
示
す
が
、
そ
の
背
景
と
し

て

は
こ
の
事
実
を
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

③
播
鉢

　

文
永
二
年
（
一
二
七
一
）
に
記
録
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
簡
要
類
聚
集
」
第
三
に
は

正

月
に
大
乗
院
に
参
賀
し
た
寄
人
が
属
す
る
三
三
の
諸
座
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ

の

中
に
「
椙
粉
鉢
座
」
の
名
称
が
見
ら
れ
る
が
〔
豊
田
一
九
三
六
〕
、
こ
れ
は
考
古

学
的
分
類
上
の
瓦
質
播
鉢
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
当
該

器
種
の
成
立
は
一
四
世
紀
中
葉
ま
で
下
る
も
の
で
あ
り
〔
佐
藤
亜
一
九
九
六
〕
、
史

料
自
体
の
比
定
年
代
も
含
め
て
疑
問
が
残
る
点
で
あ
る
。
な
お
、
「
ス
リ
コ
ハ
チ
」

の

呼
称
は
『
多
聞
院
日
記
』
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
十
一
月
十
九
日
条
に
も
見
ら

れ
、
中
世
に
お
い
て
は
一
般
的
な
呼
称
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
瓦
質
播
鉢
は
中
世
後
半
期
に
お
い
て
は
か
な
り
量
的
に
出
土
す
る
遺
物

で

あ
り
、
大
和
の
中
世
土
器
編
年
上
最
も
重
視
さ
れ
る
ほ
ど
普
遍
的
な
器
種
で
あ
る

〔佐
藤
亜
一
九
九
六
〕
。
ま
た
、
生
産
地
に
つ
い
て
は
旧
平
城
京
右
京
七
条
↓
坊
十

五
坪
で
粘
土
採
掘
坑
か
ら
大
量
に
出
土
し
て
い
る
（
表
1
－
3
5
・
3
6
、
図
5
）
の
を

は

じ
め
と
し
て
、
西
京
南
半
の
粘
土
採
掘
坑
か
ら
は
か
な
り
普
遍
的
に
出
土
が
認
め

ら
れ
る
遺
物
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
出
土
量
に
比
較
し
て
、
文
献
記
載
が
非

常

に
少
な
い
点
に
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
大
和
を
代
表
す
る
文
献
と
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い

え
ば
、
本
稿
で
も
多
用
す
る
『
雑
事
記
』
を
第
一
に
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
実

は
『
雑
事
記
』
中
に
は
こ
の
播
鉢
（
ス
リ
コ
ハ
チ
）
に
関
す
る
記
載
は
、
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

「
座
」
に
関
わ
る
記
載
と
し
て
は
皆
無
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
他
の
瓦
質
土
器
製

品
や
カ
ワ
ラ
ケ
に
比
較
し
て
き
わ
め
て
特
異
な
点
で
あ
り
、
そ
の
背
景
と
し
て
は
こ

の

揺
鉢
の
生
産
と
そ
れ
に
関
わ
る
座
が
大
乗
院
と
は
異
な
る
権
門
（
一
乗
院
か
？
）

の
独
占
で
あ
っ
た
可
能
性
を
強
く
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

0　　　　　　　　　　　　　20剛

図5　粘土採掘坑から出土した瓦質播鉢（表1－No．38、　S：1／4）

④
焙
烙

　

こ
の
「
ホ
ウ
ロ
ク
」
に
関
し
て
は
、
大
和
で
は
『
雑
事
記
』
と
同
時
期
（
↓
五
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ザ

紀
）
の
焙
烙
（
現
代
的
な
感
覚
で
い
う
浅
鍋
形
態
の
器
種
）
は
出
土
事
例
が
な
い
。

大

和
に
お
い
て
浅
鍋
形
態
の
焙
烙
の
流
通
が
考
古
学
的
に
確
認
で
き
る
の
は
、
一
七

世
紀
第
H
四
半
期
ま
で
下
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
一
五
世
紀
に
「
ホ
ウ
ロ
ク
」
を

扱
う
座
が
存
在
し
、
か
つ
『
多
聞
院
日
記
』
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
十
月
十
九

日
条
に
は
墨
作
り
に
関
わ
る
油
煙
採
取
用
の
膠
鍋
を
「
ホ
ウ
ラ
ク
」
と
称
す
る
記
述

が

あ
る
。
難
波
洋
三
も
い
う
よ
う
に
、
当
時
の
「
ホ
ウ
ロ
ク
」
と
は
土
釜
を
指
す
も

の

と
理
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
〔
難
波
一
九
八
九
〕
。
前
記
し
た
よ
う
に
、
粘
土
採

掘
坑
か
ら
こ
う
し
た
土
釜
が
出
土
す
る
事
例
は
西
京
で
も
そ
の
南
半
に
多
い
（
図

6
）
。

　　　　　　　一。
図6　粘土採掘坑から出土した土釜（表1－No．45、　S：1／4）
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結
　
語

　

本
稿
で
は
大
半
の
紙
数
を
個
別
の
些
少
な
事
項
の
検
証
に
費
や
し
た
た
め
、
大
局

的
な
結
論
や
視
座
は
示
し
得
な
い
が
、
こ
こ
で
は
検
討
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
い
く
つ

か

の
要
点
を
記
し
て
結
び
と
し
た
い
。

　

ま
ず
、
文
献
史
料
に
現
れ
る
中
世
土
器
に
関
す
る
座
と
は
、
実
態
と
し
て
は
都
市

部
に
居
住
す
る
商
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
取
り
扱
う
品
も
意
外
に
多
種
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
た
と
え
ば
土
器
（
カ
ワ
ラ
ケ
）
座
と
は
い
え
、
必
要
と
あ

れ
ば
折
敷
や
漆
器
な
ど
も
調
進
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
当
時
の
「
座
」
と
は
、

少
な
く
と
も
土
器
に
関
し
て
い
え
ば
生
産
体
制
そ
の
も
の
を
表
す
概
念
で
は
な
く
、

ま
し
て
や
生
産
組
織
で
も
な
い
。
そ
れ
は
一
種
の
商
品
管
理
組
織
で
あ
り
、
か
つ
特

定
の
器
物
に
つ
い
て
そ
の
流
通
を
管
理
し
た
組
織
で
あ
っ
た
。

　
次

に
中
世
土
器
の
実
際
の
製
作
地
は
、
中
世
後
半
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
西
京
周
辺
に

限

定
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
地
が
良
質
な
粘
土
を
産
し
た
た
め
で
あ
っ

た
が
、
そ
う
し
た
粘
土
は
中
世
都
市
奈
良
の
周
辺
に
お
い
て
も
採
掘
で
き
た
よ
う
で

あ
り
、
中
世
前
半
ま
で
は
都
市
周
辺
で
も
粘
土
採
掘
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
が
中
世

後
半
に
西
京
に
収
敏
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
粘
土
採
掘
は
人
家
を
避
け
る
必
要

が

あ
っ
た
の
で
、
都
市
の
膨
張
に
し
た
が
っ
て
都
市
周
辺
で
は
粘
土
採
掘
が
禁
止
さ

れ

た
た
め
と
判
断
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
土
器
生
産
に
際
し
て
は
あ
く
ま
で
座
が
差
配
し
た
も
の
と
考
え

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
中
世
の
土
器
生
産
を
考
え
る
際
に
は
都
市
部
の
管
理

機
構

（座
）
と
実
際
の
製
作
地
レ
ベ
ル
に
分
け
て
考
察
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
場
合
、
都
市
内
部
に
関
し
て
は
そ
の
発
掘
デ
ー
タ
が
断
片
的
で
あ
る
現
状
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

現
時
点
で
は
い
き
お
い
文
献
史
料
の
検
討
が
主
体
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
反
面

実
際
の
土
器
生
産
に
関
わ
る
遺
構
（
粘
土
採
掘
坑
）
の
報
告
事
例
は
比
較
的
豊
富
に

見
ら
れ
る
。
今
後
は
さ
ら
に
こ
う
し
た
生
産
関
係
の
遺
構
デ
ー
タ
に
関
す
る
詳
細
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

調

査
・
報
告
が
求
め
ら
れ
る
と
共
に
、
こ
う
し
た
視
座
に
立
つ
学
際
的
な
研
究
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
中
世
を
生
き
た
人
々
に
と
っ
て
の
土
器
に
関
す
る
認
識
は
、
必
ず
し
も
一

様
で
は
な
い
。
例
え
ば
本
稿
で
主
に
検
討
を
加
え
た
大
乗
院
尋
尊
の
「
カ
ワ
ラ
ケ
」

に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て
も
、
そ
の
認
識
の
様
態
に
よ
っ
て
多
種
の
呼
称
が
見
ら
れ

た
。
さ
ら
に
そ
れ
は
発
注
・
使
用
者
の
認
識
で
こ
そ
あ
れ
、
製
作
者
の
そ
れ
で
は
な

い
。
こ
う
し
た
中
世
に
お
け
る
モ
ノ
に
対
す
る
「
認
識
」
は
、
個
別
史
料
の
読
み
込

み

や

出
土
遺
物
と
の
照
合
作
業
に
お
い
て
も
今
後
重
用
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

付
記

　

「古
代
～
中
世
に
お
け
る
都
市
と
流
通
」
と
い
う
、
従
前
の
筆
者
に
は
な
じ
み
の

薄
か
っ
た
テ
ー
マ
の
研
究
に
お
誘
い
い
た
だ
い
た
の
は
、
当
時
歴
博
に
お
ら
れ
た
吉

岡
康
暢
先
生
で
あ
っ
た
。
発
掘
調
査
中
に
携
帯
電
話
に
か
か
っ
て
き
た
先
生
の
声
や
、

そ
の
際
に
お
約
束
し
た
研
究
の
内
容
は
、
当
日
の
驚
き
と
共
に
き
わ
め
て
鮮
明
に
記

憶
し
て
い
る
。

　

そ
の
「
約
束
の
研
究
」
の
内
容
は
筆
者
と
吉
岡
先
生
の
み
が
知
る
こ
と
で
あ
る
が
、

正

直
に
い
っ
て
、
小
稿
は
そ
の
約
束
と
は
か
け
離
れ
た
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
「
都
市
」
と
い
う
い
わ
ば
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
概
念
を
考
古
学
か
ら
探
る
手

段
、
も
し
く
は
前
提
と
し
て
、
今
回
の
研
究
は
筆
者
に
と
っ
て
は
必
須
の
も
の
で
あ

っ

た
。
近
年
の
「
都
市
」
研
究
で
は
専
ら
そ
の
具
体
的
領
域
や
具
体
的
形
状
、
さ
ら

に
そ
れ
ら
の
変
遷
や
そ
の
背
景
が
重
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か

し
、
こ
と
歴
史
考
古
学
に
よ
る
「
都
市
」
研
究
に
お
い
て
は
、
出
土
遺
物
は
も
と
よ

り
、
同
時
代
の
石
造
物
や
仏
像
・
建
造
物
、
さ
ら
に
は
絵
画
資
料
を
含
む
文
献
史
料

を
包
括
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中
世
に
実
際
に
生
き
た
人
々
の
「
都
市
」
像

ー
換
言
す
れ
ば
彼
ら
の
認
識
i
を
考
究
す
る
こ
と
も
ま
た
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る

は
ず
だ
。
筆
者
は
、
歴
史
考
古
学
が
広
義
の
歴
史
学
全
体
に
お
い
て
「
都
市
」
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　

に
果
た
す
真
の
役
割
と
は
、
実
際
は
こ
の
点
に
あ
る
も
の
と
思
う
。
三
年
間
に
わ
た
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る
共
同
研
究
を
通
じ
て
こ
の
視
座
を
得
た
こ
と
を
先
生
に
報
告
し
、
小
稿
の
結
び
と

し
た
い
。

　
吉
岡
先
生
、
そ
し
て
三
年
間
に
わ
た
っ
て
お
つ
き
合
い
い
た
だ
い
た
小
島
先
生
を

は
じ
め
と
す
る
共
同
研
究
者
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小

稿
作
成
に
お
い
て
は
以
下
の
方
々
か
ら
貴
重
な
御
教
示
－
御
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
名
前
を
記
し
て
感
謝
の
意
と
致
し
ま
す
（
五
十
音
順
、
敬
称
略
）
。

今
尾
文
昭
、
稲
垣
晋
也
、
岡
本
智
子
、
小
川
一
雅
、
佐
藤
亜
聖
、
績
伸
一
郎
、
中
井

淳
史
、
村
上
泰
昭
。

註（
1
）
　
以
下
、
『
雑
事
記
』
と
略
す
る
。
な
お
、
論
文
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
史
料
で
、
原
本
記
載

　
　
の
な
い
も
の
は
全
て
『
雑
事
記
』
か
ら
の
引
用
・
出
典
で
あ
る
。

（
2
）
　
本
稿
に
お
い
て
「
十
器
」
と
記
す
場
合
は
考
古
学
用
語
と
し
て
の
「
ど
き
」
を
表
す
。
ま

　
　
た
、
『
雑
事
記
』
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
「
土
器
」
や
「
瓦
器
」
は
「
か
わ
ら
け
」
と
訓

　

　
じ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
考
古
学
的
用
語
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
「
カ
ワ

　
　
ラ
ケ
」
と
記
す
こ
と
に
す
る
。

（
3
）
　
こ
う
し
た
土
器
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
近
年
〔
中
井
二
〇
〇
．
一
〕
に
お
い
て
詳
細
に
分
析

　
　
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
こ
の
問
題
に
関
わ
る
最
近
の
出
版
物
と
し
て
は
〔
中
世
都
市
研
究
会
編
二
〇
〇
一
〕
が
あ

　
　
る
。

（
5
）
　
同
年
六
月
十
九
日
条
。
ま
た
、
同
三
年
十
月
六
日
条
に
は
「
水
門
新
次
郎
去
年
入
滅
」
と

　
　
あ
る
。
こ
れ
も
同
一
人
物
の
誤
記
も
し
く
は
誤
植
で
あ
ろ
う
。

（
6
）
　
稲
垣
晋
也
は
論
文
〔
稲
垣
　
一
九
六
三
〕
中
で
本
史
料
に
つ
い
て
触
れ
、
小
土
器
を
小
瓦
器

　
　
と
大
瓦
器
の
総
称
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
（
た
だ
し
そ
の
考
証
過
程
に
つ
い

　
　
て
は
省
略
さ
れ
て
い
る
）
。

（
7
）
　
た
だ
し
大
瓦
器
・
小
瓦
器
と
五
度
入
・
三
度
入
は
そ
れ
ぞ
れ
口
径
ま
で
も
全
く
同
じ
も
の
、

　
　
と
い
う
想
定
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
口
径
に
つ
い
て
は
別
に
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
て
い

　
　
る
〔
稲
垣
一
九
六
三
〕
。

（
8
）
　
文
明
十
七
年
二
四
八
五
）
九
月
三
日
条
。

（
9
）
　
三
口
国
卿
雑
記
』
寛
正
四
年
（
一
四
六
三
）
八
月
廿
九
日
条
お
よ
び
同
九
月
三
日
条
。

（
1
0
）
　
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
正
月
十
三
日
条
に
「
政
所
方
召
物
」
と
し
て
「
ホ
ウ
ロ
ク
」
な

　
　
ど
と
並
ん
で
「
ス
リ
コ
鉢
」
の
名
が
見
え
る
。

（
1
1
）
　
近
江
な
ど
に
お
い
て
は
、
↓
五
世
紀
に
す
で
に
浅
鍋
形
態
の
焙
烙
が
出
現
し
て
い
た
〔
木

　
　
戸
　
一
九
八
九
〕
。
な
お
、
真
野
純
子
が
近
江
’
北
桜
東
遺
跡
出
土
品
の
内
で
一
三
～
一
四
世

　
　
紀
の
「
焙
烙
」
と
し
た
器
種
は
〔
真
野
一
九
九
．
一
ー
第
2
図
〕
、
こ
れ
ら
と
同
時
に
多
量
に

　
　
出
上
し
、
そ
の
遺
跡
に
お
い
て
生
産
が
想
定
さ
れ
て
い
る
土
釜
の
底
部
成
形
用
外
型
で
あ
ろ

　
　
う
。

（
1
2
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
現
在
、
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
佐
藤
亜
聖
氏
を
中
心
に
中
世
都
市
奈

　
　
良
内
部
の
遺
構
や
遺
物
に
関
す
る
包
括
的
研
究
（
二
〇
〇
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
度
若

　
　
手
研
究
B
「
寺
院
を
中
心
と
し
た
中
世
都
市
形
成
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
）
が
進
め
ら
れ
て

　
　
い
る
。
そ
の
成
果
に
期
待
し
た
い
。

（
1
3
）
　
従
来
、
こ
の
粘
土
採
掘
坑
は
平
城
京
と
重
複
す
る
た
め
に
偶
然
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
た
ケ

　

　
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
そ
の
際
、
本
遺
構
は
比
較
的
軽
視
さ
れ
、
極
端
な
場
合
に
は

　
　
「
中
近
世
の
撹
乱
」
と
ま
で
記
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま
た
、
報
告
も
お
ざ
な
り
な
も
の
が

　
　
多
い
。
今
後
、
粘
土
採
掘
坑
を
生
産
遺
跡
と
し
て
明
確
に
認
識
し
〔
五
十
川
．
九
九
こ
、

　
　
詳
細
に
調
査
を
行
う
こ
と
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
。

（
1
4
）
　
筆
者
は
こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
中
世
前
期
の
都
市
の
も
つ
宗
教
・
思
想
的
範
疇
を

　
　
探

る
試
み
を
公
表
し
て
い
る
。
小
文
で
は
あ
る
が
、
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
〔
山

　
　
川
二
〇
〇
二
〕
。

参
考
文
献
（
表
1
収
載
の
も
の
を
除
く
）

五

十
川
伸
矢
　
一
九
九
一
「
土
取
り
の
歴
史
的
変
遷
」
『
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
W

稲
垣
晋
也
　
↓
九
六
一
．
一
「
赤
土
器
・
白
土
器
」
『
大
和
文
化
研
究
』
八
巻
第
二
号

今
尾
文
昭
　
一
九
九
二
「
花
か
た
に
や
く
な
ら
火
鉢
・
考
」
『
考
古
学
と
生
活
文
化
』
同
志
社
大

　
　
学

小
野
晃
嗣
　
一
九
三
八
「
内
蔵
寮
経
済
と
供
御
人
（
下
）
」
『
史
学
雑
誌
』
五
七
六
号

木
戸
雅
寿
　
一
九
八
九
「
近
江
に
お
け
る
1
5
～
1
6
世
紀
の
土
器
に
つ
い
て
」
『
中
近
世
土
器
の
基

　
　
礎
研

究
』
V

佐
藤
亜
聖
　
一
九
九
六
「
大
和
に
お
け
る
瓦
質
土
器
の
展
開
と
画
期
」
『
中
近
世
土
器
の
基
礎
研

　
　

究
』
M

佐
藤
　
圭
　
一
九
八
九
「
文
献
資
料
に
み
え
る
中
世
の
飲
食
器
の
使
用
と
所
有
に
つ
い
て
」
『
朝

　
　
倉
氏
遺
跡
資
料
館
紀
要
一
九
八
八
』

高
橋
照
彦
　
一
九
九
七
「
『
姿
器
』
『
茶
椀
』
『
葉
椀
』
『
様
器
』
考
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研

　
　
究
報
告
』
七
一

中
世
都
市
研
究
会
編
　
二
〇
〇
．
『
都
市
と
職
能
民
』
新
人
物
往
来
社

績
伸
一
郎
　
二
〇
〇
三
「
遺
跡
と
茶
道
具
　
堺
環
濠
都
市
遺
跡
②
」
『
淡
交
』
二
〇
〇
二
．
年
一
．
月
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号

豊
田
　
武
　
一
九
三
四
「
大
和
の
諸
座
」
『
歴
史
地
理
』
六
三
ノ
三
・
六
（
後
『
座
の
研
究
』
豊

　
　

田
武
著
作
集
第
一
巻
吉
川
弘
文
館
一
九
九
二
に
再
録
）

　
　
　
　
一
九
三
五
「
大
和
の
諸
座
　
続
編
」
『
歴
史
地
理
』
六
六
ノ
一
～
三
（
後
『
座
の
研
究
』

　
　
に
再
録
）

ー
－
i
一
九
三
六
「
興
福
寺
を
め
ぐ
る
建
築
業
者
の
座
」
『
歴
史
学
研
究
』
三
六
（
後
『
座
の

　
　
研
究
』
に
再
録
）

中
井
淳
史
　
二
〇
〇
二
「
土
器
の
名
前
」
『
日
本
史
研
究
』
四
八
三
号

難
波
洋
三
　
一
九
八
九
「
市
坂
の
土
器
作
り
」
『
京
都
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究
年
報
』
一
九
八

　
　
六
年
度

橋
本
久
和
・
百
瀬
正
恒
　
一
九
八
八
「
中
世
平
安
京
の
土
器
様
相
と
各
地
へ
の
展
開
」
『
考
古
学

　
　

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
二
九
九

真
野
純
子
　
一
九
九
二
「
神
社
に
従
属
す
る
土
器
作
り
の
展
開
過
程
」
『
中
近
世
土
器
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』
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和
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』

山
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均
　
一
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九
六
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瓦
の
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そ
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に
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す
る
覚
書
」
『
織
豊
城
郭
」
三
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二
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〇
二
「
中
世
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の
信
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と
埋
葬
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る
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相
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世
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市
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と
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世
界
』
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書
院

山
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・
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三
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大
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世
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の
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」
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』
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）
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日
本
中
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の
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究
』
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書
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（
大
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郡
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市
教
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委
員
会
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
三
年
五
月
九
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）
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Earthenware　in　Medieval　City　of　Nara：the　Perception　and　Appraisal　of

Earthenware　as　Sho㎜in　the　DaUoinコishaz句iki

YAMAKAwA　Hitoshi

This　paper　examines　from　a　number　of　perspectives　the　perception　of“earthenware”held　by　Jinson，

the　head　of　Da亘oin　temple，　who　lived　in　Nara　and　played　a　key　role　in　the　distribution　and　production

of　commodities．　The　study　is　based　on　an　analysis　of　the　Da茸oinjishazqjiki（Records　of　the　Da60in

Temple），　which　serve　as　most　fundamental　and　important　historical　materials　fbr　research　into　the

medieval　city　of　Nara．　In　addition　to　these　records，　materials　derived　from　actual　excavations　have

also　been　used　fOr　this　study　of　earthenware　production　and　the　system　adopted　fOr　their　control．　The

findings　of　this　research　reveal　that　the　guild（za）which　controlled　the　production　of　earthenware

during　the　Middle　Ages　was　not　simply　an　organization　involved　in　the　production　of　earthenware，

but　that　it　also　participated　in　the　supply　of　many　other　kinds　of　dishes．　Furthermore，　though　the

mechanism　f6r　controlling　the　guild　existed　inside　the　medieval　city　of　Nara，　the　study　also　showed

that　the　production　of　the　earthenware　itself　took　place　in　Nishinokyo，　an　area　located　in　the　western

part　of　the　cit￥

　　　In　other　words，　when　undertaking　research　into　the　production　and　distribution　of　earthenware

during　the　Middle　Ages，　in　addition　to　looking　at　the　simple　relationship　between　areas　of　produc60n

and　areas　of　consumption（only　in　cases　in　which　a　city　plays　a　role），　it　is　also　necessary　to　adopt　a

wider　perspective　that　also　encompasses　mechanisms　fOr　their　control．　One　trend　in　interdisciplinary

research　involving　archeology　in　recent　years　has　been　the　importance　attached　to　the　study　of

“territory”exclusively　in　its　geographical　sense，　which　is　certainly　an　effective　method　fOr　the

discussion　of　fbrmer　mechanisms　and　systems．　However，　fOr“cities”that　should　be　investigated

through　physical　materials　such　as　relics，　the　concept　of　a　city’s　territory　should　not　be　restricted　in

its　narrow　sense　so　that　it　stops　at　a　city’s　moat　and　surrounding｛acilities．　Ratheちsuch　investigations

should　be　characterized　by　the　addition　of　a　multi－dimensional　approach　that　includes　a　broader

concept　of‘‘territory”that　takes　in　neighboring　areas．
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